
ブランディング

08  ブランディング　/　WORKS

知人が運営しているフラワーアレンジメント業の「Floral Parade」のブランディングを行いました。

ワークショップをメインとしており、集客アップを望んでいたので、まずWEBサイトの作成の提案（�Þ）し、その後、会社がど

のようなことをどれくらいの価格で行なっているか、ワークショップで直ぐに渡せるようにリーフレットを作成。合わせて、名

刺をリニューアルしました。※WEBサイトはコンセプトを考案後、友人にお願いしました。リーフレットは、WEBが苦手な方に

も親しまれたようで喜んでいたという嬉しい反響も頂いております。現在では、作品などの写真撮影などを定期的に行い、サイ

トのコンテンツの充実化するとともに、SNSや動画コンテンツに力を入れていく予定です。



0 9  ウェルカムボード　/　WORKS

知人のウェルカムボード作成を頼まれ、絵が上手な新婦の共通の友人と共同で制作しました。アートが好きだったので、それに

ちなんだものに出来上がったら嬉しいのかなと、新郎新婦を模写してもらい、リキテンスタイン風に仕上げました。（左作品）

もう一つのウェルカムボードは写真一枚に当日出しという限られた時間の中での制作でした。二人の好きなカラーと一緒に歩ん

でいくという様をグラフィカルに表現しました。（右作品）

ウェルカムボード



L I F E



毎日手にするものだから、使うものにもこだわりたい。良いモノは積極的に取り込んでいきますが、先ずは自分が気にいるかど

うかを第一に考えています。そして、そのモノにどれだけ費やす時間も大事な要素。仕事中、休憩時間、通勤時、休日、空いた

時間を上手く活用できるようなモノへの探求は、ミニマリストと逆行しているかもしれません。それは個性であり大切なことだ

と私は思います。例えば、フィルムカメラは現像が必要で、写真として確認するまでに時間を要します。でもその過程を踏むこ

とで味わえるワクワクや、出来上がるものへの思いが自分の気持ちをより向上させます。実際、ちょっとクセがあるものほど愛

着がわいてきたりするものです。デジタルツールもアナログツールも、上手く自分なりに取り入れることを大事にしています。

TOOL



友人と一緒に「写真」をテーマにした展示会を開催したときの作品。タイトルは「My-i」。“eyeであり、ideaであり、identity

であり、愛である。”撮影した写真（現実）を、リアリティある非日常に表現しました。私にとって初めての展示であり、企画、

撮影は勿論、展示スペースの活用が難しく、大きなスチレンボードにまとめることで、低コストに最適なカタチで展示すること

が出来ました。自撮り撮影が多く、作品作成時まで全貌が中々想像出来ない点も難しかったです。その分、フィルム現像時のよ

うなワクワク感と楽しさを、作品に埋め込められたかなと思います。新宿の目を知っている方が多かく、驚きと共に嬉しい点で

した。

EXHIBITION

A　遊戯中の戦略と葛藤

B　現代視覚における考想と構想の弁論

C　夢と現実で起こりうる幻想世界

D　日常にあるよくある風景

E　未来都市新宿新都庁前

F　理想と現実の境界の彼方

G　無題   -  マンレイへ愛を込めて  1  -

H　無題   -  マンレイへ愛を込めて  2  -
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BLOG

カメラをガジェットを中心に、映画やファッション、カフェなど色々な情報をまとめた個人ブログ。

私の趣味嗜好の幅が広く浅く、カテゴリが多岐にわたるので「広く浅く」をモットーに、ワタシ個人の生活に関してや知識、事

象を主観的に捉え、書き連ねる意味を込めて「akiragoto」と名付けました。

更新は遅いですが、開設から3年経ち、テーマも1から作成したオリジナルだけにかなり愛着のあるブログになります。

140記事、12,000UU/月、22,000PV/月。

サイトURL：https://akiragoto.com/



AFTER WORD

最後まで閲覧いただき、ありがとうございます。とにかく多趣味で色々なことに挑戦してみたくなる性分なので、これを極めて

いる！といった武器を私は持っていないかもしれません。その代わり、細々とした道具を持っているので、臨機応変に組み合わ

せ、色んなジャンルに当てはめていくことを得意としています。そういったことを考えることが好きですし、もっとその幅を広

げていきたいと思っています。

2016年に結婚し、2017年に第一子が産まれ、私の生活スタイルもガラリと変わりました。守りに入ったらお終いだなんてよく

聞きますが、守る為に攻める姿勢は大事なことだと思います。そして、私自身が色々なことにチャレンジすることが自分の子供

にも良い教育になるのではないかと信じています。限られた中から１つではなく、まだ見ぬたくさんのものから自分で選択する

力をつける。そういった教育をする為にも、自分自身が攻めることを辞めないよう心掛けています。

現在の私の仕事を大きくカテゴライズすると“デザイン”という分野になりますが、より頭脳を活かしてクリエイティブに動ける

人間になっていくことが目標です。そして、色々な職種や国籍関係なく輪を広げていけたらとても嬉しいことで、夢でもありま

す。夢に向かう為に目標達成に向け、先ずは、目の前にある物事を１つ１つクリアしていきます。


